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日
本
の
文
化
と
伝
統
が
築
か
れ
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
繰
り
返
し
様
々
な

外
国
文
化
の
影
轡
を
受
け
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
は
、
単
に
外
国
の
文
化

を
摂
取
、
受
容
す
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
上
に
独
目
の
創
意
、
工
夫

を
発
揮
し
、
わ
が
国
固
有
の
文
化
と
し
て
形
成
、
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
。

夏
の
開
国
か
ら
明
治
欝
新
を
経
て
r

わ
が
国
は
精
力
的
に
近
代
国
家
の
建

設
を
進
め
た
。
そ
の
際
、
政
治
、
経
済
、
社
会
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
西
欧
詰
国

り
方
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め
て
き
た
。
こ
の
調
査
研
究
の
協
力
者
会
議
は
、

記
念
物
、
建
造
物
、
美
術
。
歴
史
資
料
及
び
生
活
文
化
。
技
術
の
四
分
野
に
つ
い

て
分
科
会
を
設
け
て
行
わ
れ
、
ま
ず
、
記
念
物
に
関
し
平
成
七
年
一
月
に
報
告

が
な
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
、
史
跡
名
膀
天
然
記
念
物
の
指
定
基
準
を
改
正
し
て

原
爆
ド
ー
ム
な
ど
の
近
代
の
遣
跡
が
史
跡
に
指
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、

建
造
物
に
関
し
て
は
、
平
成
七
年
一

0
月
の
報
告
に
基
づ
き
、
璽
要
文
化
財
建

造
物
に
つ
い
て
の
指
定
基
準
に
土
木
構
造
物
を
明
示
し
、
特
に
近
代
の
土
木
構

造
物
の
積
極
的
保
護
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。
加
え
て
、
建
造
物
に
つ
い

て
は
、
平
成
八
年
六
月
の
文
化
財
保
護
法
の
改
正
に
よ
っ
て
同
年
＿

0
月
か
ら

登
録
文
化
財
制
度
が
導
入
さ
れ
、
近
代
の
遺
産
の
保
護
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
平
成
八
年
七
月
r

美
術
・
歴
史
資
料
及
び
生
活
文
化
。
技
術
に
つ

い
て
の
報
告
と
近
代
の
文
化
遺
産
の
保
護
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
総
括
的
な
報

告
が
な
さ
れ
た
。

文
化
庁
で
は
、
こ
の
報
告
を
受
け
、
歴
史
資
料
に
閲
す
る
重
要
文
化
財
の
指

定
基
連
に
科
学
技
術
を
明
示
し
、
平
成
九
年
四
月
、
一
号
機
関
車
、
エ
ン
ボ
ッ

シ
ン
グ
。
モ
ー
ル
ス
電
信
機
及
び
竪
削
盤
を
近
代
の
歴
史
資
料
と
し
て
初
め
て

重
要
文
化
財
に
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
科
学
技
術
に
か
か
わ
る
遣
産
の
文
化
財
と
し
て
の
保
護
は
、

ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
前
途
に
多
く
の
課
題
が
あ
る
c

し
か
し
な

が
ら
、
新
た
な
方
向
へ
の
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
た
の
は
間
違
い
の
な
い
こ
と

で
あ
り
、
今
後
、
国
、
地
万
公
共
団
体
そ
の
他
関
係
者
の
努
力
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
言
え
よ
う
。
＊

＊

 

あ
る
会
議
の
席
で
、
さ
る
高
名
な
建
築
家
と
話
を
し
た
折
、
現
代
の
建
築
は

壊
す
こ
と
を
前
提
に
造
ら
れ
て
い
る
の
か
、
と
間
い
て
み
た
こ
と
が
あ
る
。
答

は
、
で
き
る
限
り
長
く
維
持
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

次
々
と
建
て
替
え
ら
れ
て
い
く
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
見
て
い
る
と
そ
う
は
感
じ
ら

れ
な
い
。

文部省大臣官房審議官

学術国際担当
（前文化庁文化財保護部長）

：谷康文

の
制
度
や
文
化
を
学
び
、
採
用
し
て
、
わ
が
国
発
展
の
基
盤
を
作
っ
て
き
た
。

特
に
、
学
術
研
究
の
中
心
で
あ
る
大
学
の
充
実
、
近
代
産
業
の
興
隆
を
図
る
た

め
、
西
欧
の
科
学
技
術
を
積
極
的
に
導
入
し
た
。

寺
子
屋
や
藩
校
な
ど
に
よ
る
教
育
の
普
及
、
職
人
の
技
術
の
向
上
や
長
崎
を

通
じ
て
の
蘭
学
、
洋
学
の
新
知
識
な
ど
の
基
礎
が
背
景
に
あ
っ
た
が
、
先
人
達

は
、
様
々
な
努
力
を
重
ね
な
が
ら
、
科
学
文
明
を
わ
が
国
に
受
け
入
れ
、
国
づ

く
り
の
原
動
力
と
し
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
平
成
の
世
と
な
っ
た
。
西
欧
の
先
進
諸
国
に
追
い
付
け
、
追
い
趣

せ
は
、
も
は
や
わ
が
国
の
目
標
で
は
な
い
、
国
際
社
会
の
中
で
こ
れ
ま
で
以
上
に

主
体
的
に
行
動
し
、
よ
り
先
導
的
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
時
代
に
な
っ
て
き
た

と
言
わ
れ
る
。

わ
が
国
の
科
学
技
術
も
、
こ
れ
か
ら
は
欧
米
の
科
学
技
術
に
学
ぶ
だ
け
で
な

<
r
大
い
に
創
造
性
、
独
自
性
を
発
揮
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
＊

＊

 

こ
の
よ
う
な
時
期
に
あ
っ
ご
ょ
う
や
く
科
学
技
術
に
か
か
わ
る
も
の
を
含

抄
近
代
の
文
化
遺
産
の
適
切
な
保
護
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
て
き
た
と
言
え
よ

ぷ
ノ

文
化
庁
が
産
業
。
交
通
•
土
木
に
関
す
る
建
造
物
を
対
象
と
し
て
近
代
化
遺

産
の
調
査
を
始
め
た
の
は
r

平
成
二
年
で
あ
っ
た
。
私
は
、
そ
の
頃
、
北
九
州

市
の
教
育
長
で
あ
っ
た
が
、
わ
が
国
近
代
洋
式
製
鉄
の
発
祥
の
地
で
あ
り
、
明

治
三
四
年
（
一
九
0
!
)
か
ら
連
綿
と
続
い
て
い
る
八
幡
製
鉄
所
東
田
高
炉
跡

の
保
存
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。
．
そ
の
後
、
平
成
八
年
三
月
、
こ
の
八
幡
製

鉄
所
高
炉
跡
は
、
東
田
第
一
高
炉
跡
と
し
て
北
九
州
市
指
定
史
跡
と
な
っ
た
。

最
近
で
は
、
三
井
＿
二
池
炭
鉱
の
閉
山
に
伴
い
、
刀
田
坑
や
宮
原
坑
の
保
存
が

話
題
と
な
っ
た
が
、
文
化
庁
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
近
代
の
遺
産
は

で
き
る
限
り
残
し
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

文
化
庁
で
は
、
平
成
六
年
九
月
か
ら
近
代
の
文
化
遺
産
の
保
存
と
活
用
の
在

動
か
せ
な
い
建
築
物
に
つ
い
て
さ
え
、
そ
の
よ
う
な
印
象
で
あ
る
。
工
場
の

機
械
設
備
や
大
学
な
ど
の
研
究
機
器
な
ど
は
、
ま
さ
に
日
進
月
歩
で
あ
り
、
新

た
な
工
夫
や
改
良
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
。
自
動
車
や
電
気
器
具
な
ど
も
大
旱
愚
泊

費
社
芸
な
ど
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
新
製
品
が
続
々
と
発
表
さ
れ
r

買
い
替
え

ふ
る

を
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
間
、
旧
く
な
っ
た
も
の
、
不
用
に
な
っ
た
も
の
は
捨
て

ら
れ
、
壊
さ
れ
る
運
命
に
あ
る
。
変
化
の
速
度
は
著
し
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

一
度
失
わ
れ
た
も
の
は
、
も
は
や
回
復
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
近
代
や
現
代
の

科
学
技
術
の
歴
史
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

文
化
財
と
は
、
芸
術
上
、
学
術
上
、
歴
史
上
価
値
の
高
い
も
の
を
広
く
い
う

も
の
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
が
、
機
械
設
備
や
研
究
横
器
な
ど
近
代
の
科
学
文

明
の
所
産
が
文
化
財
と
な
り
得
る
と
い
う
認
識
は
、
や
っ
と
広
が
り
始
め
た
ば

か
り
で
あ
る
。

散
逸
や
滅
失
の
危
械
に
あ
る
近
代
の
科
学
文
明
の
所
産
の
保
護
を
図
る
こ
と

は
、
緊
急
的
な
課
題
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
も
の
を
文
化
財
と
し
て
保
護
し
て
い
く
べ
き
か
r

そ
の
範
囲
を

確
定
す
る
こ
と
は
、
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
で
き
る
限
り
広

く
と
ら
え
て
、
科
学
技
術
関
係
の
所
産
の
全
国
的
な
所
在
調
査
を
進
め
、
言
わ

ば
台
帳
と
な
る
も
の
を
作
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
台
帳
づ
く

り
に
よ
っ
て
大
き
く
保
護
の
網
を
か
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

調
査
の
進
展
に
併
せ
て
、
重
要
文
化
財
へ
指
定
す
る
な
ど
の
具
体
的
な
保
護

措
置
を
と
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

科
学
技
術
の
所
産
は
、
新
し
い
材
料
、
エ
法
等
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
、
必
ず
し
も
保
存
す
る
こ
と
を
考
慮
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
従

っ
て
、
素
材
や
機
能
の
特
質
に
応
じ
た
保
存
修
理
技
術
の
研
究
開
発
を
促
進
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

近
年
、
大
学
や
企
業
に
お
い
て
、
研
究
や
業
務
に
関
連
す
る
機
器
、
材
料
、
資

料
な
ど
を
博
物
館
を
設
け
る
な
ど
の
手
法
に
よ
っ
て
保
存
し
r

活
用
し
よ
う
と

す
る
動
き
が
活
発
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
の
奨
励
と
育
成
が
必
要
で
あ
る
。

u9, 
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歴
史
資
料
部
門
は
r

昭
和
五

0
年
(
-
九
七
五
）

の
文
化
財
保
護
法
の
一
部
改
正
に
と
も
な
い
新
た
に

設
置
さ
れ
、
昭
和
万
二
年
よ
り
指
定
を
麒
始
し
、
他

部
門
（
絵
画
、
工
芸
品
r

書
跡
。
典
誇
、
古
文
書
部

門
）
か
ら
の
一
―
件
の
所
属
替
ヽ
え
を
含
め
て
平
成
八

年
六
月
二
八
日
現
在
、
そ
の
指
定
件
数
は
八

0
件
を

数
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
平
成
九
年
四
月
に
新
指
定
。

-
0件
の
答
申
を
行
い
、
現
状
と
し
て
は
九

0
件
に

至
っ
て
い
る
。

な
お
、
歴
史
資
料
の
部
の
指
定
基
準
は
、
後
掲
の

近
代
の
文
化
遣
産
の
保
存
。
活
用
に
関
す
る
調
査
研

史
資
料
の
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
。

す
で
に
報
道
発
表
等
に
接
し
、
周
知
の
こ
と
と
思

わ
れ
る
が
、
本
年
度
は
近
代
の
分
野
と
し
て
科
学
技

術
関
係
を
含
め
て
以
下
の
八
件
を
文
化
財
保
陸
審
議

会
に
諮
問
し
た
。

す
な
わ
ち
、
一
号
機
関
車
、
エ
ン
ボ
ッ
ジ
ン
グ
・

モ
ー
ル
ス
電
信
機
、
竪
削
盤
、
日
米
和
親
条
約
批
准

書
交
換
証
書
、
日
米
条
約
調
印
書
、
日
米
修
好
通
商

条
約
、
日
英
修
好
通
商
条
約
、
日
仏
修
好
通
商
条
約

の
八
件
で
あ
る
（
各
概
要
に
つ
い
て
は
『
月
刊
文

化
財
』
六
月
号
の
新
指
定
紹
介
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。

い
ず
れ
に
し
て
も
社
会
状
況
の
変
貌
に
と
も
な
っ

て
文
化
財
の
散
逸
等
が
懸
念
さ
れ
る
硯
今
の
実
情
を

念
頭
に
置
き
、
次
章
で
言
及
す
る
よ
う
に
今
後
は
、

さ
ら
に
「
近
代
」
を
視
野
に
入
れ
、
併
せ
て
新
た
な

保
存
対
策
を
把
握
し
た
上
で
の
適
切
な
対
応
が
求
め

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
、
調
章
研
究
眠
力
者
会
鵬
の
墾
乞
令
後
の
課
題

ー
ー
緊
急
所
在
確
認
調
査
の
実
施
を
め
く
つ
て
ー
ー

近
代
の
歴
史
資
料
等
に
つ
い
て
は
r

必
ず
し
も
文

化
遺
産
と
し
て
の
認
識
が
定
着
し
て
い
る
と
は
い
え

ず
、
保
謡
の
前
提
と
な
る
全
国
的
な
所
在
状
況
に
つ

い
て
も
十
分
に
把
握
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る。
報
告
に
つ
い
て
は
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
こ
こ
で

全
文
を
紹
介
す
る
術
は
な
い
の
で
詳
細
に
つ
い
て
は

「
近
代
の
文
化
遣
産
の
保
存
と
活
用
に
つ
い
て
（
親

吉
）
」
（
『
月
刊
文
化
財
』

N
o。
四

0
1
'
平
成
九

年
二
月
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

特
に
具
体
的
な
保
存
0

活
用
を
め
ぐ
っ
て
は
r

先

一
、
犀
史
資
斜
の
詣
定
概
要
と

近
代
の
歴
史
責
料
の
倖
存
促
進

代歴史資料の
存⑲活用と

今後の課題

文化財1呆護部美術工芸鰈

究
協
力
者
会
議
の
報
告
を
受
け
、
平
成
八
年
一

0
月

に
一
部
改
正
を
行
っ
た
（
文
部
省
告
示
第
百
八
十
五

号）。参
考
に
供
す
る
上
か
ら
歴
史
資
料
の
部
の
指
定
基

準
の
改
正
箇
所
を
示
す
と
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
政
治
、
経
済
、
文
化
、
社
会
、
（
科
学
技
術
）

等
我
が
国
の
歴
史
上
の
各
分
野
に
お
け
る
重

要
な
事
象
に
関
す
る
遣
品
の
う
ち
学
術
的
価

値
の
特
に
高
い
も
の
。

注
[
(
)
内
が
改
正
に
と
も
な
い
加
え
ら
れ
た
。

歴
史
資
料
は
、
そ
の
指
定
基
準
に
示
す
よ
う
に
、

歴
史
上
の
事
象
、
及
び
人
物
の
足
跡
を
証
左
す
る
文

化
遺
産
を
そ
の
対
象
と
し
、
関
連
す
る
資
料
を
包
括

的
に
保
存
す
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
そ
の
範
囲
は
広
く
政
治
、
経
済
｀
社
会
、

文
化
、
科
学
技
術
r

人
物
に
及
ん
で
い
る
。

そ
れ
で
は
、
各
分
野
に
つ
い
て
具
体
的
な
事
例
を

め
ぐ
っ
て
一
督
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
｀
，
政
治
の
分
野

て
は
、
文
禄
三
年
島
津
氏
分
国
太
閤
検
地
尺
（
鹿
児

島
県
・
飼
烏
津
興
業
）
、
国
絵
図
並
郷
帳
（
国
立
公
文

書
館
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
統
一

璽
塁
形
成
、
幕
藩
体
制
の
確
立
に
関
わ
る
歴
史
上
の

事
象
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
知
ら
れ
る
。

経
済
の
分
野
で
は
、
法
隆
寺
枡
（
奈
良
県
・
法
隆

寺
、
東
京
国
立
博
物
誼
）
な
ど
の
寺
院
枡
、
あ
る
い

は
近
世
の
枡
座
に
関
す
る
福
井
家
枡
座
関
係
資
料

（
京
都
府
。
片
山
潤
氏
）
な
ど
は
度
置
衡
関
係
の
遣
品

と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

社
会
の
分
野
で
は
、
葛
川
明
王
院
参
籠
札
（
滋
賀

述
の
よ
う
に
従
来
の
保
護
対
象
に
な
か
っ
た
科
学
技

術
や
産
業
、
デ
ザ
イ
ン
等
に
関
す
る
歴
史
資
料
等
の

保
存
。
活
用
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
に
も
左
に

示
す
諸
点
や
事
項
等
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

〈
調
査
〉

0

歴
史
資
料
等
の
所
在
、
及
び
そ
の
実
態
等
を

把
握
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
を
は
じ
め

関
係
各
分
野
の
研
究
機
関
、
学
会
、
研
究
者

等
と
連
携
し
て
、
早
急
に
全
国
に
わ
た
る
鯛

査
を
実
施
す
る
。

0
右
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

を
行
い
、
今
後
の
保
護
施
策
を
請
じ
る
た
め

の
基
礎
資
料
と
す
る
と
と
も
に
、
広
く
公
開

を
固
る
。

〈
保
存
・
活
用
〉

0
新
し
い
素
材
や
機
能
を
も
つ
歴
史
資
料
等
に

つ
い
て
は
、
そ
の
特
資
に
応
じ
た
保
存
修
理

技
術
の
研
究
開
発
を
促
進
す
る
。
ま
た
、
形

状
、
規
模
等
の
多
様
な
歴
史
資
料
等
の
公

開
・
展
―
示
紅
関
す
る
手
法
の
開
発
を
図
る
。

0
横
械
類
の
よ
う
に
、
．
現
在
な
お
実
際
に
用
い

ら
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
機
能

の
維
持
に
対
す
る
配
慮
が
必
要
で
あ
り
、
｀
そ

の
現
状
変
更
や
保
存
修
理
に
際
し
て
柔
軟
に

対
応
す
る
。

0
科
学
技
術
や
産
業
に
関
す
る
歴
史
資
料
等
の

保
存
。
活
用
に
つ
い
て
は
、
企
業
博
物
館
や

大
学
博
物
館
等
の
果
た
す
役
割
が
大
き
い
の

で
、
閲
係
す
る
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
諸

機
関
が
協
力
し
て
、
そ
の
活
動
の
奨
励
と
育

成
等
を
積
極
的
に
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

県
・
明
王
院
）
炉
信
仰
関
係
の
遺
品
と
し
て
一
括
保

存
さ
れ
て
い
る
。

文
化
の
分
野
で
は
、
当
時
の
学
問
普
及
等
に
寄
与

し
た
印
刷
に
関
す
る
板
木
、
活
字
の
一
括
伝
存
す
る

事
例
と
し
て
春
日
版
板
木
（
奈
艮
県
・
興
福
寺
）
、
駿

河
版
活
字
（
東
京
都
・
凸
版
印
刷
飼
）
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
、
地
認
類
で
は
わ
が
国
現
存
最
古
の
行
基
地
図

と
し
て
著
聞
す
る
日
本
図
（
京
都
府
・
仁
和
寺
）
、
世

界
的
に
も
類
例
ま
れ
な
坤
輿
万
国
全
図
（
宮
城
県
。

県
立
図
書
館
）
な
ど
が
あ
る
。

さ
ら
に
善
光
寺
大
勧
進
等
の
所
蔵
に
な
る
中
世
の

造
営
指
図
、
大
工
棟
梁
の
甲
良
家
に
伝
来
し
た
江
戸

城
造
営
関
係
資
料
（
東
京
都
。
都
立
中
央
図
書
館
）

な
ど
は
建
築
史
の
研
究
上
に
注
目
さ
れ
る
。

最
後
に
人
物
に
関
す
る
も
の
と
し
て
徳
川
家
康
関

係
資
料
（
静
岡
県
。
久
能
山
東
照
宮
）
、
シ
ー
ボ
ル
ト

関
係
資
料
（
長
崎
県
・
長
崎
市
立
博
物
館
）
な
ど
、

歴
史
上
に
足
跡
を
残
し
た
人
物
に
関
す
る
自
筆
の
稿

本
類
、
記
録
類
、
道
具
類
等
を
含
め
関
連
す
る
遺
品

を
一
括
し
て
指
定
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
特
定
の
優
品
な
ど
を
選
択
し
て
取

り
上
げ
る
の
で
は
な
＇
，
＼
基
本
的
に
は
そ
の
事
象
や

人
物
に
関
し
て
包
括
的
に
保
存
を
図
る
の
が
特
徴
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
C

.

ま
た
、
平
成
八
年
六
月
二
八
日
現
在
の
指
定
物
件

を
時
代
区
分
別
に
み
る
と
古
代
一
件
、
中
世
二
六
件
、

そ
の
麿
か
は
近
世
で
あ
り
、
本
年
指
定
の
近
代
八
件

を
含
め
、
そ
の
多
く
は
江
戸
時
代
の
も
の
で
占
め
て

る
し

他
の
部
門
の
既
指
定
物
件
の
多
く
が
古
代
、
中
世

で
あ
る
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
も
厖

ま
た
、
将
来
的
に
は
、
こ
の
分
野
に
関
す
る

新
た
な
構
想
の
博
物
館
等
の
設
置
に
つ
い
て

の
検
討
が
期
待
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
踏
ま
え
、
文
化
庁
で
は
平

成
九
年
度
か
ら
近
代
の
歴
史
資
料
に
つ
い
て
、
そ
の

緊
急
所
在
確
認
調
査
を
実
施
す
べ
く
関
係
機
関
等
と

協
議
を
重
ね
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
平
成
九

‘
-
0、
-

l

年
の
三
年
間
を

か
け
て
各
都
道
府
県
に
現
存
す
る
科
学
技
術
に
関
す

る
所
在
詞
査
を
行
い
[
.
以
降
は
全
国
を
幾
つ
か
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
て
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化
、
人

物
に
関
す
る
所
在
調
査
を
継
統
し
て
実
施
す
る
意
向

で
あ
る
。

そ
の
趣
旨
は
、
形
状
、
構
造
、
及
び
内
容
、
歴
史

的
経
緯
等
を
含
め
た
詳
細
調
査
の
実
施
を
視
野
に
入

れ
、
ま
ず
は
保
存
・
活
用
に
関
す
る
基
礎
台
帳
の
作

成
を
速
や
か
に
行
う
こ
と
に
あ
り
、
地
方
公
共
団
体

の
保
存
措
置
に
関
わ
る
対
応
策
等
に
資
す
る
基
礎
的

な
調
査
と
位
置
づ
け
て
い
る
C

言
う
ま
で
も
な
く
実
施
に
際
し
て
は
、
従
前
の
手

法
で
は
対
応
が
因
難
な
場
合
も
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
国
、
及
び
地
方
公
共
団
体
の
関
係
機
関
f
1

企
業
博

物
館
、
大
学
博
物
館
、
関
係
学
会
、
研
究
者
等
の
積

極
的
な
協
力
、
支
援
を
得
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
社
会
の
急
速
的
な
変
容
に
と
も

な
う
近
代
の
歴
史
資
料
等
の
保
存
と
活
用
に
向
け
て

の
対
応
は
、
焦
眉
の
急
で
あ
り
、
文
化
遺
産
と
し
て

国
民
の
共
通
認
識
を
確
立
す
べ
く
、
そ
の
緒
に
つ
い

た
現
在
、
多
く
の
関
係
機
関
・
専
門
家
等
の
理
解
と

協
力
を
得
て
、
点
か
ら
面
へ
と
積
極
的
に
拡
大
し
て

ゆ
く
時
が
到
来
し
た
こ
と
を
実
感
す
る
も
の
で
あ
る
。
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最
初
か
ら
私
寧
に
わ
た
っ
て
恐
縮
だ
が
、
私
は
昭

和
ニ
一
年
か
ら
平
成
元
年
ま
で
の
四
三
年
間
、
国
立

科
学
博
物
館
に
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
担
当
分

野
は
天
文
学
、
宇
宙
科
学
で
あ
り
、
専
攻
は
曰
本
に

落
下
し
た
隕
石
の
研
究
で
あ
っ
た
か
ら
、
主
に
自
然

が
対
象
で
は
あ
っ
た
が
、
後
半
の
一
七
年
間
は
理
化

学
研
究
部
長
、
理
工
学
研
究
部
長
と
い
う
肩
書
き
で

あ
っ
た
。
国
の
中
央
博
物
館
の
理
工
学
全
般
に
責
任

を
負
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
浅
学
の
身
に
は
空
恐
ろ

し
い
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
お
か
げ
で
様
々
な
分
野
の

方
々
と
接
触
す
る
機
会
を
持
っ
こ
と
が
で
き
て
、
大

変
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
博
物
館
の
使
命
は
資
料
の
収
集
、

保
管
お
よ
び
そ
れ
ら
に
か
か
わ
る
研
究
、
そ
し
て
展

示
、
解
説
、
教
育
と
い
う
三
本
の
柱
に
あ
る
。
国
立

科
学
博
物
館
は
明
治
―

0
年
に
教
育
博
物
誼
と
し
て

誕
生
以
来
、
何
度
か
の
変
遷
を
経
つ
つ
も
今
日
ま
で

l
i
-
0年
に
わ
た
っ
て
理
工
学
部
門
の
重
要
資
料
の

調
査
や
収
集
に
も
努
力
を
重
ね
て
き
た
。

年
に
指
定
さ
れ
た
詞
永
青
文
庫
所
蔵
の
銅
製
天
球
儀

の
指
定
は
私
に
と
っ
て
は
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ

る
。
こ
の
天
球
儀
は
貞
享
暦
を
網
み
、
.
初
代
の
募
府

天
文
方
と
な
っ
た
渋
川
春
海
が
作
図
し
て
、
津
田
友

正
と
い
う
技
術
者
に
作
ら
せ
た
も
の
で
渾
天
新
図
と

命
名
さ
れ
、
春
海
の
天
文
研
究
の
重
要
な
位
置
を
占

め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
天
球
儀
は
戦
後
間
も
な
い

頃
、
当
時
文
化
財
保
護
委
員
長
を
し
て
お
ら
れ
た
細

川
護
立
氏
の
ご
好
意
で
国
立
科
学
博
物
餡
に
出
品
し

て
い
た
だ
い
た
も
の
で
、
三
十
数
年
に
わ
た
っ
て
天

文
晨
ホ
室
に
置
か
れ
て
い
た
。
国
立
科
学
博
物
館
の

展
示
品
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
の
は
こ
れ
が

最
初
で
あ
っ
て
、
ま
さ
に
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
天
球
儀
は
そ
の
後
永
青
文
庫
に
返
還
さ
れ
た
が
、

続
い
て
平
成
二
年
に
は
国
立
科
学
博
物
館
所
蔵
の
渋

川
春
海
自
作
の
天
球
儀
及
び
地
球
儀
が
指
定
さ
れ
た
。

こ
の
天
球
儀
、
地
球
儀
は
春
海
の
弟
子
で
あ
っ
た
土

佐
の
谷
秦
山
旧
蔵
の
も
の
で
、
や
は
り
戦
後
間
も
な

＜
谷
家
か
ら
博
物
館
に
誤
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
か

く
て
科
学
博
物
館
所
蔵
標
本
の
重
要
文
化
財
第
一
号

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
に
重
要
文
化
財
に
指
定
し
て
き

た
科
学
技
術
関
係
の
文
化
遣
産
は
江
戸
時
代
ま
で
の
、

し
か
も
主
に
天
文
暦
学
と
い
っ
た
極
め
て
限
ら
れ
た

資
料
が
大
部
分
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
い
わ

ば
超
一
流
の
ど
な
た
か
ら
も
異
議
の
出
な
い
よ
う
な

も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
平
成
九
年
に
は
歴
史
資
料

新
指
定
品
の
中
に
平
賀
家
伝
来
の
エ
レ
キ
テ
ル
、
ペ

科
学
技
術
保
存
⑫
冤

し
か
し
、
く
私
が
若
い
頃
か
ら
上
司
や
先
輩
に
何
度

も
聞
か
さ
れ
た
こ
と
は
、
自
然
科
学
系
の
標
本
資
料

は
、
東
京
国
立
博
物
館
が
所
管
す
る
よ
う
な
美
術
、

工
芸
、
歴
史
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
文
化
財
的
な
評
価

が
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
r

と
か
く
軽
視
さ
れ
が
ち
な

の
が
残
念
だ
と
い
う
話
で
あ
っ
た
。
目
然
科
学
部
門

で
も
動
物
、
植
物
、
地
質
、
鉱
物
と
い
っ
た
い
わ
ゆ

る
自
然
史
関
係
の
標
本
は
、
分
類
学
の
体
系
が
確
立

し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
比
較
的
評
価
さ
れ
や
す
い

の
に
対
し
て
、
科
学
技
術
部
門
の
資
料
は
分
野
も
広

範
で
あ
り
、
種
類
r

数
量
、
寸
法
な
ど
多
様
か
つ
膨

大
な
た
め
、
こ
れ
ら
を
網
羅
的
に
収
集
、
保
管
す
る

こ
と
は
も
と
よ
り
調
査
す
る
こ
と
に
も
な
か
な
か
理

解
が
喝
に
く
い
状
態
が
続
い
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
抜
け
出
す
大
き
な

曙
光
炉
見
え
始
め
た
の
は
、
昭
和
五

0
年
に
文
化
財

保
襲
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
や
が
て
文
化
財
保
襲

審
議
会
第
一
専
門
調
査
会
に
歴
史
資
料
部
会
が
殷
置

さ
れ
た
と
き
で
あ
る
。
歴
史
資
料
の
範
囲
や
定
蓑
に

リ
ー
提
督
が
も
た
ら
し
た
電
信
根
、
さ
ら
に
交
通
博

物
館
保
管
の
一
号
機
関
車
、
三
菱
重
工
業
怜
長
崎
造

船
所
史
料
館
に
あ
る
竪
削
盤
な
ど
い
よ
い
よ
科
学
技

術
関
係
の
近
代
化
遺
産
と
い
え
る
も
の
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
痘
、
こ
れ
ら
も
み
な
第
一
級
の
資
料

ば
か
り
で
あ
る
。

し
か
し
近
来
指
定
茎
準
の
改
正
に
も
見
ら
れ
る
よ

う
に
科
学
技
術
関
係
の
資
料
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
f

し
か
も
近
代
化
選
産
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

新
し
い
時
代
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
そ
れ
ら
の
保
存
と

活
用
を
図
る
こ
と
に
な
る
と
、
従
来
と
は
比
較
に
な

ら
な
い
広
範
な
視
野
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
も
と

よ
り
私
の
よ
う
な
浅
学
の
者
の
手
に
負
え
る
よ
う
な

も
の
で
は
な
く
、
す
で
に
各
分
野
に
わ
た
っ
て
科
学

技
術
史
的
な
研
究
も
行
わ
れ
て
お
り
、
近
年
は
新
し

く
産
業
考
古
学
と
い
っ
た
旗
印
の
も
と
に
仕
事
を
進

め
ら
れ
て
い
る
研
究
者
も
お
ら

れ
る
。し
た
が
っ
て
私
ご
と
き
が
こ

こ
に
喋
々
す
る
こ
と
は
は
ば
か

ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
再
び
我

田
に
水
を
引
い
て
い
く
つ
か
の

こ
と
に
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
う
。

私
の
仕
事
に
関
係
深
か
っ
た
望

遠
鏡
を
例
に
と
っ
て
み
よ
う
。

国
立
科
学
博
物
鮪
の
天
文
展
示

室
に
現
在
古
風
な
真
鍮
製
の
鏡

筒
を
持
っ
た
口
径
八
イ
ン
チ

天
文
博
物
館
五
島
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
長

化
産
の

用
に
つ
い
て

トロートン社製 8インチ屈折望遠鏡

山

定

男

つ
い
て
は
し
ば
し
ば
説
論
さ
れ
て
き
た
の
だ
が
、
私

ど
も
に
と
っ
て
画
期
的
で
あ
っ
た
の
は
、
そ
の
中
に

初
め
て
科
学
技
術
関
係
の
資
料
が
取
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
特
に
平
成
六
年
か
ら

八
年
に
か
け
て
「
近
代
の
文
化
遣
産
の
保
存
・
活
用

に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
」
が
開
か
れ
て
多

方
面
の
専
門
家
に
よ
る
議
論
が
行
わ
れ
た
の
は
意
義

深
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
受
け
て
重
要

文
化
財
指
定
基
準
が
改
正
さ
れ
、
そ
の
歴
史
資
料
の

定
義
の
中
に
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化
に
加
え
て
、

科
学
技
術
が
明
確
に
書
き
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
檻
め
て
意
義
深
い
こ
と

で
あ
る
と
同
時
に
、
私
ど
も
に
実
に
重
大
な
責
務
が

負
わ
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

私
が
初
め
て
文
化
財
保
護
審
議
会
の
第
一
専
門
調

査
会
歴
史
資
料
部
会
の
臨
時
委
員
を
お
引
き
受
け
し

た
の
は
昭
和
五
八
年
の
こ
と
で
、
日
光
東
照
宮
所
蔵

こ
ん
て
ん
ぎ

の
渾
天
儀
を
霊
要
文
化
財
に
指
定
す
る
に
際
し
て
で

あ
っ
た
c

ー
歴
史
資
料
部
会
で
は
そ
れ
以
前
に
天
文
8

暦
学
に
関
係
し
て
渋
川
春
海
天
文
関
係
資
料
（
伊
勢

神
宮
徴
古
館
蔵
）
と
伊
能
忠
敬
遺
書
並
遺
品
（
佐
原

市
伊
能
忠
敬
記
念
館
蔵
）
が
璽
文
の
指
定
を
受
け
て

は
い
た
が
、
科
学
技
術
関
係
の
独
立
し
た
機
器
が
指

定
さ
れ
る
の
は
初
め
て
で
、
た
ま
た
ま
私
州
国
立
科

学
博
物
誼
の
天
文
担
当
で
あ
っ
た
た
め
に
依
頼
督
あ

っ
た
の
だ
と
思
う
の
だ
が
、
そ
の
後
専
門
委
員
を
拝

命
し
て
引
き
続
き
江
戸
時
伏
の
天
文
・
暦
学
関
係
資

料
の
調
査
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
特
に
昭
和
六
i

（二

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
屈
折
望
遠
鏡
が
置
か
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
明
治
初
年
に
岩
倉
使
節
団
が
ロ
ン
ド

ン
を
訪
れ
た
折
に
注
文
し
て
き
た
と
い
わ
れ
て
お
灼

出
時
英
国
の
代
表
的
メ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た
ト
ロ
ー
ト

ン
社
の
製
品
で
あ
る
。
こ
の
望
遠
鏡
は
当
時
編
暦
業

務
を
行
っ
て
い
た
内
務
省
地
理
局
の
観
象
台
に
置
か

れ
た
が
、
明
治
ニ
―
年
に
天
体
観
測
と
編
暦
事
業
が

文
部
省
の
所
管
と
し
て
統
合
さ
れ
、
地
理
局
と
海
軍

観
象
台
を
併
せ
て
理
科
大
学
所
属
の
東
京
文
文
台
が

設
立
さ
れ
た
と
き
に
そ
の
所
管
と
な
っ
た
。
同
天
文

台
は
海
軍
観
象
台
が
あ
っ
た
麻
布
飯
倉
に
置
か
れ
た

が
大
正
末
期
に
現
在
の
三
股
市
に
移
転
し
た
と
き
に

そ
こ
に
移
さ
れ
た
。
本
邦
に
輸
入
さ
れ
た
最
初
の
本

格
的
か
つ
最
大
の
天
体
望
遠
鏡
で
あ
っ
た
の
で
、
初

代
台
長
。
寺
尾
寿
、
二
代
台
長
・
平
山
信
等
を
は
じ

・
の
多
く
の
先
駆
者
た
ち
に
よ
っ
て
様
々
な
観
測
に
用

， 文化庁月報 ］997.7 文化庁月報 1997. 7 8 
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う

企

一
こ
の
間
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
望
遠
鏡
は
大
進
歩
を
と

1

げ
て
お
り
、
一
八
世
紀
に
は
色
消
対
物
レ
ン
ズ
も
作

開
ら
れ
た
し
、
大
型
の
反
射
望
遠
鏡
も
生
ま
れ
て
い
た
。

展な
実
は
日
本
に
も
そ
の
い
く
つ
か
は
渡
来
し
て
い
る
の

A

J

 

肘
で
あ
る
。
寛
政
改
暦
に
活
躍
し
た
大
阪
の
間
重
富
は

立
ホの
有
名
で
あ
る
が
、
間
家
に
は
現
在
も
そ
の
頃
の
望
遠

ヘ野
鏡
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
っ
は
重
宮
の
子
、

分
重
新
が
使
用
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
色
消
レ
ン
ズ
を

二
j
a
ー

備
え
た
屈
折
望
遠
鏡
で
あ
る
。
異
種
の
ガ
ラ
ス
を
組

.1 
技学
み
合
わ
せ
て
色
消
し
す
る
と
い
っ
た
技
術
は
当
時
の

斗
一
わ
が
国
で
は
困
難
で
あ
っ
た
た
め
か
、
．
国
産
化
は
全

矛―
く
試
み
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
な
ど
は

・＊ふ
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い
ら
れ
た
記
念
碑
的
存
在
で
あ
る
。
国
立
科
学
博
物

館
に
は
も
う
一
っ
、
こ
れ
と
好
対
照
を
な
す
二

0
セ

ン
チ
屈
折
望
遠
鏡
が
あ
る
。
こ
仇
は
昭
和
六
年
に
上

野
公
圏
内
に
新
館
が
建
設
さ
れ
、
お
茶
の
水
か
ら
移

転
し
て
東
京
科
学
博
物
館
と
改
称
さ
れ
た
と
き
に
屋

上
ド
｀
ー
ム
内
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
以
後
六

0
年

余
り
に
わ
た
っ
て
館
員
に
よ
る
変
光
星
や
太
陽
黒
点

の
観
測
に
も
用
い
ら
れ
て
き
た
が
r

一
般
入
館
者
に

対
す
る
太
陽
観
察
や
夜
間
の
天
体
観
望
公
開
に
活
用

さ
れ
て
現
在
も
続
い
て
お
り
、
疑
い
も
な
く
わ
が
国

で
最
も
多
数
の
人
々
が
覗
い
た
望
遠
鏡
で
あ
る
。
こ

の
機
械
は
当
時
の
日
本
光
学
工
業
閻
が
製
作
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
昭
和
初
年
に
衷
京
天
文
台
に
輸
入
さ

れ
た
ド
イ
ツ
の
力
l
i

ル
。
ツ
ァ
イ
ス
社
製
の
二

0
セ

ン
チ
望
遺
鏡
の
忠
実
な
コ
ピ
ー
で
あ
る
C

東
郷
一
元
帥
使
用
の
ツ
ァ
イ
ス
社
製
双
眼
鏡

日本光学製20センチ屈折望遠鏡（天体観望公開の光景）

コ
ピ
ー
と

は
い
え
当
時
の
わ
が
国
の

光
学
機
械
工
業
の
総
力
を

挙
げ
て
製
作
さ
れ
た
も
の

で
、
対
物
レ
ン
ズ
の
ガ
ラ

ス
材
が
ド
イ
ツ
製
で
あ
る

箆
か
は
純
国
産
品
と
い
う

こ
と
で
大
い
に
称
揚
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
旧
式
と

は
い
え
現
在
で
も
完
全
に

働
い
て
い
る
こ
と
で
も
そ

の
優
秀
さ
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
先
の
英
国
製

の
望
遠
鏡
と
こ
の
国
産
品

と
は
同
じ
記
念
品
で
は
あ
っ
て
も
か
な
り
性
格
を
臭

に
し
て
い
る
と
私
は
思
う
。
前
者
は
わ
が
国
の
産
業

技
術
が
ま
だ
極
め
て
未
熟
で
あ
っ
た
時
代
に
輸
入
さ

れ
た
も
の
で
、
科
学
史
的
に
重
要
な
記
念
品
で
あ
る

が
、
当
時
は
ま
だ
そ
れ
を
極
倣
製
作
し
よ
う
と
い
う

よ
う
な
気
運
は
全
く
な
か
っ
た
C

そ
れ
が
昭
和
初
期

に
な
る
と
舶
来
の
一
流
品
を
コ
ピ
ー
し
て
性
能
的
に

遜
色
な
い
も
の
が
製
造
で
き
ら
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
日
本
光
学
製
二
〇
セ
ン
チ
望
遠
鏡
は
国

産
最
初
の
本
格
的
天
体
望
遠
鏡
で
あ
り
、
工
業
技
術

史
的
に
も
あ
る
い
は
産
業
考
古
学
的
に
も
極
め
て
重

要
な
記
念
品
だ
と
思
う
の
だ
が
、
い
か
が
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
同
種
の
品
物
で
も
純
粋
科
学
的
な
重

要
性
炉
著
し
い
も
の
と
産
業
技
術
史
的
に
貴
重
な
も

の
と
視
占
m

が
異
な
る
の
は
大
変
お
も
し
ろ
い
と
思
う
。

科
学
史
的
に
貴
重
で
も
産
業
史
的
な
意
味
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
一
方
間
家
に
も
一
台
残
っ
て
い
る
グ
レ
ゴ

リ
ー
式
の
反
射
望
遠
鏡
は
天
保
年
間
に
な
っ
て
近
江

に
国
友
藤
兵
衛
と
い
う
鬼
オ
が
現
れ
て
国
産
化
に
成

功
し
た
。
彼
は
鉄
砲
鍛
冶
の
家
に
生
ま
れ
た
優
九
た

技
術
者
で
あ
っ
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
製
法
を
全

く
知
ら
ず
に
製
作
に
成
功
し
た
の
は
驚
異
的
な
こ
と

で
あ
っ
た
。
太
陽
黒
点
や
月
面
、
惑
星
な
ど
の
観
洞

記
録
を
残
し
た
科
学
者
で
も
あ
り
、
今
日
四
台
確
認

さ
れ
て
い
る
そ
の
望
遠
鏡
は
科
学
史
的
に
も
技
術
史

的
に
も
貴
重
で
あ
る
が
r

そ
の
技
術
は
後
に
伝
わ
ら

ず
一
代
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

明
治
以
降
の
い
わ
ゆ
る
近
代
に
な
っ
て
急
速
に
発

達
す
る
光
学
技
術
は
こ
れ
ら
江
戸
期
の
技
術
と
は
関

係
な
く
、
新
し
く
欧
米
に
渡
っ
て
技
術
を
学
ん
で
帰

っ
た
人
々
に
よ
っ
て
築
か
れ
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た

量
産
品
の
―
つ
に
双
眼
鏡
が
あ
る
。
双
眼
鏡
と
い
う

型
式
は
望
遠
鏡
発
明
の
初
期
か
ら
あ
っ
た
と
い
わ
れ

る
が
、
一
八
世
紀
頃
ま
で
は
い
わ
ゆ
る
オ
ペ
ラ
グ
ラ

ス
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
ガ
リ
レ
オ
式
の
光
学
系
で
あ

っ
た
。
今
曰
の
よ
う
な
プ
リ
ズ
ム
双
眼
鏡
の
特
許
権

を
初
め
て
取
っ
た
の
は
一
八
五
九
年
、
フ
ラ
ン
ス
の

プ
ー
ラ
ン
ジ
ェ
ー
と
い
う
人
だ
っ
た
と
い
う
。
し
か

し
、
実
際
に
は
一
八
九
三
年
頃
エ
ル
ン
ス
ト
。
ア
ッ

ペ
の
努
力
に
よ
っ
て
カ
ー
ル
・
ツ
ァ
イ
ス
社
が
生
産

を
始
め
て
軌
道
に
乗
っ
た
。
東
郷
元
帥
が
三
笠
艦
上

で
使
用
し
た
と
い
う
双
眼
鏡
は
こ
の
ツ
ァ
イ
ス
社
の

も
の
で
、
変
倍
式
の
当
時
の
最
高
級
品
で
あ
っ
た
。

望
遠
鏡
ば
か
り
に
こ
だ
わ
る
が
、
実
は
江
戸
時
代

に
も
似
た
事
実
が
あ
っ
た
。

望
遠
鏡
が
発
明
さ
れ
た
の
は
西
暦
一
六

0
八
年
頃
、
~

オ
ラ
ン
ダ
の
眼
鏡
師
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
わ

が
国
に
望
遠
鏡
が
渡
来
し
た
の
は
そ
の
後
わ
ず
か
数

年
し
か
経
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。
イ
ギ
リ
ス
船

長
ジ
ョ
ン
・
セ
ー
リ
ス
が
駿
府
に
徳
川
家
康
を
訪
ね

た
の
は
一
六
一
三
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
時
の

土
産
品
の
中
に
長
さ
一
間
、
六
里
の
先
が
見
え
る
眼

鏡
が
あ
っ
た
と
の
記
録
が
あ
る
。
現
物
が
残
っ
て
い

な
い
の
は
残
念
だ
が
、
そ
の
後
か
な
り
急
速
に
次
々

と
渡
来
し
た
も
の
ら
し
い
。
私
の
知
る
限
り
、
こ
う

し
た
舶
来
品
と
思
わ
訊
る
最
古
の
も
の
は
徳
川
美
術

館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
徳
川
義
直
使
用
と
伝
え
ら
れ

る
遠
眼
鏡
で
あ
る
。
四
段
伸
し
、
倍
率
三
倍
弥
の
も

の
だ
が
単
レ
ン
，
ズ
四
枚
か
ら
な
る
正
立
像
の
も
の
で

寛
政
年
間
に
な
っ
て
泉
州
貝
塚
の
岩
橋
善
兵
衛
が
量

産
を
始
め
た
も
の
と
型
式
的
に
は
よ
く
似
て
い
る
。

こ
の
種
の
望
遠
鏡
は
一
種
の
兵
器
と
し
て
も
珍
重
さ

れ
た
た
め
か
、
か
な
り
数
多
く
輸
入
さ
れ
後
に
回
産

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
形
式
、

構
造
等
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
。
岩
橋
家
も
そ

の
後
明
治
初
期
ま
で
五
代
に
わ
た
っ
て
望
遠
銚
の
製

作
を
続
け
た
が
、
レ
、
：
ズ
枠
が
金
属
製
に
な
っ
た
と

か
レ
ン
ズ
カ
バ
ー
が
付
い
た
と
か
わ
ず
か
な
改
良
し

か
な
か
っ
た
。
産
業
史
的
に
は
初
朋
の
菫
産
品
と
い

え
る
の
だ
が
、
需
要
が
か
な
り
あ
っ
て
も
よ
り
以
上

の
性
能
が
あ
ま
り
要
求
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
も
あ
ろ

こ
れ
な
ど
も
歴
史
的
記
念
品
で
あ
る
が
、
産
業
史
的

に
は
時
代
を
追
っ
て
発
達
の
あ
と
が
わ
か
る
資
料
が

重
要
で
あ
る
。
私
の
友
人
に
双
眼
鏡
だ
け
を
お
び
た

だ
し
く
収
集
し
て
い
る
特
志
家
が
あ
る
が
r

舶
来
の

も
の
を
は
じ
め
明
治
末
か
ら
国
産
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
製
品
の
数
々
を
網
羅
し
て
い
て
実
に
興
味
深
い
。

こ
れ
な
ど
は
技
術
史
的
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
思

、．つ
最
後
に
一
っ
だ
け
紹
介
し
た
い
も
の
に
戦
時
中
日

本
光
学
が
製
造
し
た
口
径
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と

い
う
巨
大
な
双
眼
望
遠
鏡
が
あ
る
。
戦
時
中
陸
海
軍

で
監
視
用
に
用
い
る
大
型
双
限
鏡
は
多
量
に
生
産
さ

れ
た
が
、
こ
れ
は
そ
の
最
大
の
も
の
で
昭
和
一
四
年

頃
試
作
さ
れ
当
時
の
ソ
連
・
満
州
国
境
に
据
え
付
け

て
テ
ス
ト
さ
れ
た
と
い
う
。
一
台
だ
け
と
も
二
台
あ

っ
た
と
も
い
う
が
、
そ
の
一
っ
が
現
在
国
立
科
学
博

物
館
に
あ
る
。
こ
れ
は
終
戦
後
、
た
ぶ
ん
接
収
を
逃

れ
る
た
め
東
京
天
文
台
に
持
ち
込
ま
れ
た
が
、
昭
和

三
九
年
に
博
物
館
で
「
我
が
国
の
望
遠
鏡
の
歩
み
展
」

を
開
催
し
た
折
に
博
物
館
に
運
ば
れ
た
。
当
時
の
光

学
技
術
の
総
力
を
挙
げ
て
ま
さ
に
必
死
の
努
力
で
作

ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
時
代
は
新
し
い
が
、
ま
さ

に
産
業
考
古
学
的
な
重
要
資
料
で
あ
る
と
思
う
。

自
分
の
趣
味
に
偏
っ
た
こ
と
の
み
を
長
々
と
述
べ

た
が
、
各
分
野
に
そ
れ
ぞ
れ
隠
れ
た
璽
要
資
料
は
数

多
い
と
思
わ
れ
、
そ
れ
ら
の
調
査
や
保
存
f

活
用
に

は
多
方
面
の
多
く
の
方
々
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る

と
思
う
。
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当
館
は
、
わ
が
国
唯
一
の
「
情
報
通
信
関
係
の
博

物
館
」
と
し
て
昭
和
三
九
年
―
二
月
に
郵
政
雀
r

日

本
電
信
電
話
公
社
（
現
在
の

N
T
T
)
、
日
本
放
送
協

会

(
N
H
K
)
、
国
際
電
信
電
話
株
式
会
社

(
K
D
D
)

に
よ
り
設
置
さ
れ
た
。

四
者
で
共
同
運
営
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
通
信
事

業
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
て
お
り
、
ま
た
歴
史
博
物
館
と
科
学
博
物
館
の

機
能
を
併
せ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
う
ち
の
電
気

通
信
の
歴
史
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す

る。

ノヽ館休
g
麟

11の
人

事
大

エゴ

訳

30
料

卸

町
・
・
誼

手

16
入

大
～
鉄

00

下

．．
 

8
 

地

9
罐

9
9
,

＇／芦[

駅閻，＇，’

り

時

巳

寄

館

館

最

開

体

平賀源内が作ったといわれるエレキテル

ー
、
逓
信
総
合
博
物
館

逓
信
＾

交通博 館
交通博物館展示課長tに角悼享忌矢口旦号

合

物
館

交
通
博
物
館
は
鉄
道
を
中

心
と
し
た
交
通
の
総
合
隠
物

館
で
あ
る
。
一
九
ニ
―
年
（
大

正一

0)
に
当
時
の
鉄
道
省

（
の
ち
の
国
鉄
）
が
東
京
駅
北

側
に
鉄
道
博
物
館
と
し
て
開

館
、
一
九
三
六
年
（
昭
和
一

一
）
に
現
在
の
神
田
須
田
町

に
移
転
し
た
。
太
平
洋
戦
争

中
は
一
時
休
館
し
た
が
f

-

九
四
六
年
に
交
通
文
化
博
物

館
と
改
め
、
交
通
全
般
に
分

野
を
拡
大
し
て
再
開
、
一
九
四
八
年
に
交
通
博
物
賄

と
な
っ
た
。
現
在
、
設
置
者
は
J
R
東
日
本
で
あ
り
、

運
営
を
闘
交
通
文
化
振
興
財
団
が
受
託
し
て
い
る
。

2
、
交
通
博
物
館
の
資
料
慨
要

誼
内
に
は
実
物
や
模
型
を
主
に
常
設
展
示
し
て
い

る
。
こ
れ
以
外
に
文
書
や
図
書
等
の
文
献
資
料
も
多

数
収
蔵
し
て
い
て
、
資
料
総
数
は
約
二
三
万
五
、

0

O
)
0点
で
あ
る
。
収
蔵
資
料
は
展
覧
会
等
で
随
時
公

開
し
て
い
る
。
な
お
J
R
に
は
旧
国
鉄
が
一
九
五
八

年
に
制
定
し
た
鉄
道
記
念
物
の
制
度
が
あ
り
、
当
館

で
は
鉄
道
記
念
物
―
二
件
と
準
鉄
道
記
念
物
一
件
を

保
存
し
て
い
る
C

印

館

内

展

示

常
設
展
示
は
、
蒸
気
機
関
車
や
自
動
車
、
船
、
飛

ー
、
交
適
博
物
館
の
歴
史

江

口

茂

行
機
等
の
実
物
や
部
品
。
用
具
、
模
型
や
写
真
等
に

よ
り
r

交
通
各
分
野
の
発
達
過
程
や
現
状
、
あ
る
い

は
可
動
原
理
を
解
説
し
て
い
る
。

主
な
実
物
と
し
て
は
、
今
回
重
要
文
化
財
と
な
っ

た
一
号
機
関
車
を
は
じ
め
、
北
海
道
で
走
っ
た
弁
慶

号
機
関
車
と
開
拓
使
客
車
（
い
ず
九
も
一
八
八

0
年

製
）
、
東
北
線
建
設
用
の
善
光
号
機
関
車
（
一
八
八
一

年
製
）
r

最
後
の
定
期
旅
客
列
車
牽
引
の

C
5
7
一
三
五

号
機
関
車
（
一
九
四

0
年
製
）
、
皇
室
用
客
車
の
初
代

l

号
御
料
車
（
一
八
七
六
年
製
）
。
初
代
二
号
御
料
車

ニ
八
九
一
年
製
）
r

都
営
バ
ス
第
一
号
の

T
型
フ
ォ

ー
ド
(
-
九
二
三
年
製
）
、
国
鉄
バ
ス
一
号
車
(
-
九

三
0
年
製
）
、
日
本
最
初
の
飛
行
機
ア
ン
リ
。
フ
ァ
ル

マ
ン
機
(
-
九
一

0
年
製
）
等
を
保
存
展
示
し
て
い

る。
可
動
展
示
で
は
r

新
幹
線
や
山
手
線
電
車
の
運
転

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ヘ
八

0
分
の
一
の
模
型
鉄
道
パ
／
ラ

マ
等
に
人
気
が
高
い
C

②

収

蔵

資

料

当
館
で
は
、
美
術
工
芸
、
旅
行
案
内
、
地
図
、
図

面
、
各
種
文
書
、
絵
は
が
き
、
乗
草
券
、
被
服
、
視

聴
覚
資
料
、
時
刻
表
r

グ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
r

写
真
等
の

歴
史
的
資
料
や
文
献
資
料
も
多
数
所
蔵
し
て
い
る
。

美
術
資
料
で
は
鉄
道
を
図
柄
と
し
た
明
治
期
の
錦

絵
約
二
五
〇
点
の
ほ
か
、
油
絵
r

日
本
画
等
も
所
蔵

し
て
い
る
。
文
書
で
は
鉄
道
開
業
時
の
基
本
記
録
で

あ
る
「
鉄
道
古
文
書
」
や
、
固
有
化
さ
れ
た
民
営
鉄

道
の
許
鰐
可
文
書
を
集
約
し
た
「
鉄
道
院
（
省
）
文

書
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
鉄
道
史
の
茎
礎
資
料
の
一

闊
逓
信
協
会
常
務
理
事

2
、
N
T
T震
隷
通
信
館
歴
史
コ
ー
ナ
ー

電
気
通
信
の
発
展
の
歴
史
を
黎
明
期
、
電
信
部
門
、

電
話
部
門
、
．
無
線
こ
に
送
部
門
の
四
部
門
に
分
け
、
書

使
用
さ
れ
た
時
代
順
に
配
列
し
て
説
明
＇
戻
示
し
て

い
る
。

印

黎

明

期

一
七
七
六
年
（
安
永
五
）
平
賀
源
内
が
作
成
し
た

と
伝
え
ら
れ
る
エ
レ
キ
テ
ル
（
摩
擦
起
電
機
／
，
平
成

九
年
重
要
文
化
財
指
定
）
を
は
じ
め
、
一
八
五
四
年

（
嘉
永
七
）
日
米
和
親
条
約
締
結
の
折
、
ペ
リ
ー
提
督

が
徳
川
幕
府
に
贈
呈
し
た
エ
ン
ボ
ッ
ジ
ン
グ
・
モ
ー

ル
ス
電
倍
械
（
平
成
九
年
重
要
文
化
財
指
定
）
が
あ

り
、
ま
た
ア
レ
キ
サ
ン
グ

ー
・
グ
ラ
ハ
ム
。
ペ
ル
の
作

成
の
電
話
機
（
レ
プ
リ
カ
）

が
あ
っ
て
、
わ
が
国
の
電
気

通
信
の
源
泉
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
モ
デ

ル
セ
ッ
ト
に
よ
り
操
作
が
可

能
な
よ
う
に
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
エ
レ
キ
テ
ル
に
つ
い

て
は
ハ
ン
ド
ル
を
操
作
し
て

摩
擦
起
電
機
に
よ
る
火
花
の

発
生
を
、
モ
ー
ル
ス
電
鐙
操
作
に
よ
り
ト
ン
・
ツ
ー

と
い
わ
れ
る
モ
ー
ル
ス
信
号
の
発
信
を
、
ま
た
ベ
ル

電
話
機
に
よ
る
相
互
通
話
や
再
生
音
に
よ
る
体
験
が

で
き
る
。

図

電

信

部

門

一
八
六
九
年
（
明
治
二
）
わ
が
国
の
電
信
創
業
の

折
に
使
用
さ
れ
た
指
字
電
信
機
を
は
じ
め
、
杵
さ
ん

孔
器
、
電
鍵
式
電
信
機
の
ほ
か
、
昭
和
天
皇
即
位
の

式
典
の
際
に
使
用
さ
れ
た
写
真
電
送
機
な
ど
が
あ
る
。

⑧

電

話

部

門

一
八
九

0
年
（
明
治
二
三
）
東
京
、
横
浜
で
電
話

交
換
業
務
が
開
始
さ
れ
た
が
、
そ
の
折
に
使
用
さ
れ

た
磁
石
式
単
式
交
換
機
、
ガ
ワ
ー
ベ
ル
電
話
機
、
電

話
帳
の
元
祖
を
は
じ
め
自
働
電
話
と
称
し
た
公
衆
電

話
機
；
ボ
ッ
ク
ス
及
び
各
種
の
交
換
機
、
電
話
機
、

公
衆
電
話
機
等
の
推
移
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

凶
無
線
。
伝
送
部
門

マ
ル
コ
ー
ニ
に
よ
る
火
花
式
無
線
電
信
方
式
の
ほ

か
一
九
―
二
年
（
明
治
四
五
）
電
気
試
験
所
の
鳥
潟
、

横
山
r

北
村
の
三
技
師
に
よ
り
発
明
さ
れ
た

T
y
k

式
と
い
わ
れ
る
わ
が
国
最
初
の
無
線
電
話
な
ど
無

線
。
伝
送
の
推
移
を
農
示
し
て
い
る
。
ま
た
ポ
ケ
ッ

ト
ベ
ル
、
携
帯
電
話
の
歴
史
も
あ
る
。

⑤
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
の
設
置

こ
れ
ら
の
展
示
品
、
関
連
項
目
に
つ
い
て
、
簡
単

な
操
作
で
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
上
で
検
索
で
き
る
情
報
検

索
シ
ス
テ
ム
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
な
知
識

を
求
め
て
来
館
す
る
人
々
の
要
望
に
応
え
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

弁慶号機関車

つ
で
あ
る
。
そ
の
他
、
詰

規
則
、
設
立
趣
意
書
、
調

査
報
告
書
、
請
願
書
、
建

設
・
工
事
記
録
、
営
業
報

告
等
の
各
種
文
書
を
所
蔵

し
て
い
る
。
ま
た
、
江
戸

期
を
中
心
と
し
た
近
世
交

通
史
料
も
所
蔵
し
て
い
る
。

さ
ら
に
写
真
資
料
に
は

「
岩
崎
・
渡
辺
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
が
あ
り
、
明
治
期
の

鉄
道
の
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。

匂

固

書

室

当
館
に
は
蔵
書
数
約
二
万
六
、

0
0
0冊
の
図
書

室
が
あ
り
、
日
曜
。
祝
日
に
は
一
般
公
開
し
て
い
る
。

蔵
書
内
容
は
技
術
。
工
学
書
、
歴
史
書
、
写
真
集
、

年
鑑
。
統
計
類
等
、
及
び
専
門
。
趣
味
雑
誌
等
で
あ

る。
さ
ら
に
明
治
か
ら
現
在
ま
で
の
時
刻
表
を
収
集
e

保
存
し
て
お
り
、
広
範
な
利
用
が
あ
る
。
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日
本
工
業
大
学
工
業
技
術
博
物
館
は
学
校
法
人
日

本
工
業
大
学
（
前
。
学
校
法
人
東
工
学
園
）
の
創
立

八

0
周
年
記
念
事
業
の
一
っ
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
八

0
周
年
目
に
あ
た
る
昭
和
六
二
年
九

月
に
仮
開
館
し
、
そ
し
て
、
翌
六
三
年
一
一
月
に
正

式
開
館
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

本
学
闘
は
創
立
以
来
、
東
京
工
科
学
校
r

東
京
工

業
学
校
そ
し
て
東
京
工
業
高
等
学
校
と
、
一
貫
し
て

現
場
と
直
結
し
た
技
術
教
育
を
専
念
し
続
け
て
お
り
、

昭
和
四
二
年
に
は
日
本
工
業
大
学
（
以
下
本
学
と
称

す
る
）
を
開
学
し
、
現
在
で
は
中
学
か
ら
大
学
院
の

博
士
課
程
ま
で
の
一
貫
教
育
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

本
学
は
開
発
能
力
と
実
務
能
力
と
を
備
え
た
高
級

技
術
者
の
育
成
を
め
ざ
し
て
、
開
学
以
来
、
可
能
な

限
り
の
実
践
を
と
も
な
っ
た
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
教
育
の
一
環
と
し
て
工
業
技
術
博
物
館
（
以
下

博
物
館
と
称
す
る
）
を
殷
立
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
博
物
館
は
将
来
は
工
業
技
術
史
の
全
体
を
眺

め
ら
れ
る
内
容
を
予
定
し
て
い
る
が
r

当
面
は
す
べ

て
の
機
械
の
マ
ザ
ー
マ
シ
ン
で
あ
る
工
作
機
械
、
そ

の
関
連
器
機
・
器
具
及
び
文
献
・
資
料
の
収
集
。
保

存
・
展
示
を
主
眼
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

博
物
館
は
本
館
、
別
館
そ
し
て

S
L
展
示
館
で
構

日
本
工
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9三菱重工業株式会社長年□□五``―|

Ii 三三ルー晨いるて増そ木年
。メあ‘ホも健い築の型‘
三 l り五面の物るさ後楊鋳
七卜‘天積でと゜れ大と物
メル間二はあし弊て正しエ
l ‘□平四るて所現四て場
ト塁 fま方七゜はに在年建に
！レ汀ニメ三ー最現に延て併
では一 1坪階も存至長ら設
あ七。卜‘の古すつ゜共の

ー
、
史
料
館
の
建
吻

三菱重工業株式会社
長崎造船所史料館

大
学
工
業
技
術
博

三菱重工業株式会社長崎造船所総務部主務

田中蜆隆

日

本

工

業

大

学

機

械

工

学

科

教

授

鈴

木

昭

工
業
技
術
博
物
館
館
長

召
史
料
誼
へ
の
改
装
工
事
は
昭
和
六

0
年
五
月
に

開
始
さ
れ
、
床
面
改
装
、
屋
根
の
全
面
葺
替
え
、
赤

レ
ン
ガ
の
磨
出
し
等
々
で
八
月
に
完
了
、
同
年
一
（
い
）

月
に
開
設
し
た
。2

、
史
料
館
の
概
要

三
菱
重
工
業
長
崎
造
船
所
は
安
政
四
年
(
-
八
五

七
）
の
徳
川
幕
府
に
よ
る
「
長
崎
錯
鉄
所
」
建
設
着
工

を
も
っ
て
そ
の
発
祥
と
し
て
い
る
iliか
（
後
に
改
称
、

長
崎
製
鉄
所
と
し
て
竣
工
）
、
こ
の
史
料
館
に
は
発
祥

か
ら
今
日
ま
で
の
長
い
歴
史
を
物
語
る
七

0
0余
点

の
資
料
を
展
示
し
1

建
物
と
と
も
に
r

弊
所
が
日
本
の

近
代
化
に
果
た
し
た
役
割
と
先
輩
諸
賢
の
輝
か
し
い

偉
業
を
永
く
後
世
に
伝
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

館
内
を
―
一
の
コ
ー
ナ
ー
と
中
央
及
び
奥
の
展
示

場
に
分
け
て
い
る
が
r

コ
ー
ナ
ー
を
顧
に
紹
介
す
る

と
、
官
営
期
、
三
菱
創
業
朋
、
明
治
後
朔
、
大
正
期
、

昭
和
戦
前
期
、
戦
艦
武
蔵
、
会
社
生
活
、
貴
賓
御
来

防
、
発
電
プ
ラ
ン
ト
、
戦
後
の
造
船
、
客
船
て
あ
る
。

成
さ
れ
て
い
る
。
本
館
は
、
一
見
飛
行
機
の
格
納
庫

を
思
わ
せ
る
カ
マ
ボ
コ
型
の
無
柱
鉄
骨
構
造
で
、
建

坪
が
三

f
0
0
0平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
こ
の
建

物
の
中
に
各
種
工
作
機
械
が
約
二
六

0
台
、
関
連
器

機
。
器
具
及
び
一

0
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
用
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
な
ど
が
所
狭
し
と
展
示
さ
れ
て
い
る
。
特

に
主
展
示
品
の
工
作
機
械
に
つ
い
て
は
各
機
種
ご
と

に
製
造
年
代
順
に
、
ま
た
そ
れ
ら
の
約
半
数
が
い
つ

で
も
運
転
可
能
な
い
わ
ゆ
る
動
態
保
存
さ
れ
て
い
る

こ
と
r

ま
た
、
明
治
末
期
か
ら
昭
和
四
五
年
ま
で

ì

関
東
大
震
災
に
遭
遇
し
な
が
ら
も
操
業
し

続
け
て
い
た
東
京
の
町
工
場
（
写
真
1
)

を
復
元
す
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
が

な
さ
れ
展
示
さ
れ
て
い
る
。

〈
写
真
2
v
s
L
展
示
館
か
ら
大
学
正
門
ま
て
有
火
運
転

す
る

B

6

＾
写
真
—
ぷ
明
治
末
か
ら
昭
和
4
5年
ま
て
操
業
し

て
い
た
町
工
湯
の
復
元

館 日本最古の工作機械、竪削盤

國日本工業大学工業技術博物館

所在地／埼玉県南埼玉郡宮代的学園台4-1
I 

合0480-33-7545 I 
最寄り駅，／東武伊勢綺線東武動物公圏駅 1 

開館時問／g: 30-1s: 3o I 
休館日／8月10-20巳、 '12月288-1月98
入館料／無料

I 
I 

3
、
主
要
展
示
物
の
紹
介

え
い
さ
し
ょ
う

印
泳
気
鐘
（
実
物
）

第
一
一
代
将
宣
徳
川
家
斉
の
命
で
一
七
九
三
年
長

崎
・
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に
注
文
が
出
さ
れ
、
一

八
三
四
年
オ
ラ
ン
ダ
が
長
崎
に
到
警
さ
せ
た
イ
ギ
リ

ス
製
の
潜
水
用
具
で
あ
る
。
重
さ
約
四
，
五
ト
ン
、

厚
さ
八

1
-
0セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
鋳
物
製
品
で
あ

る
。
長
崎
製
鉄
所
（
弊
所
の
前
身
）
建
設
時
の
岸
壁

築
造
工
事
に
実
際
に
使
用
し
て
い
る
。

図
日
本
最
古
の
エ
作
機
概
（
実
物
）

一
八
五
六
年
オ
ラ
ン
ダ
製
。
一
八
五
じ
年
に
幕
府

が
長
崎
製
鉄
所
建
設
に
あ
た
り
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
購

入
し
た
エ
作
機
概
類
の
一
-
二
＼
竪
削
盤
と
い
う
。

長
崎
と
d
3

大
正
三
年
に
移
さ
れ
た
先
の
下
関
と
で
、

通
算
約
一

0
0年
間
（
注
こ
―
声
類
上
は
昭
和
ニ
ハ
年

ま
で
使
用
と
あ
る
が
、
使
用
し
て
も
あ
ま
り
無
理
が

か
か
ら
ず

際
は
こ
の
後
も
長
く
使
用
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
）

わ
が
同
造
船
工
業
の
発
展
に
尽
く
し
た
。
本
年
四
月

一
八
旦
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
の
旨
答
申
さ
れ

た。⑧
国
産
第
一
号
の
陸
用
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
（
実
物
）

明
治
三
七
年
の
イ
ギ
リ
ス
の
パ
ー
ソ
ン
ズ
社
と
の

技
術
提
携
に
よ
り
r

明
治
四
一
年
弊
所
が
製
作
し
た
。

出
力
五

0
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
、
弊
所
の
発
電
所
で
自

家
発
電
設
鮪
と
し
て
大
冗
九
年
ま
で
使
用
し
た
。

二
階
建
て
の
別
館
（
建
坪
一
、
九
二

0
平
方
メ
ー

ト
ル
）
は
一
階
が
倉
庫
で
、
-
―
階
の
一
部
分
に
工
作

機
械
に
関
連
す
る
多
数
の
計
測
器
な
ど
が
展
示
さ
れ

て
い
て
、
日
本
で
の
工
作
機
械
の
歴
史
の
著
名
な
研

究
者
で
あ
る
宮
崎
正
吉
氏
に
よ
れ
ば
「
世
界
一
の
エ

作
機
械
の
博
物
館
だ
」
と
言
わ
し
め
て
い
る
。

S
L
展
示
館
（
建
坪
約
二

0
0平
方
メ
ー
ト
ル
）

は
写
真
2
で
み
る
と
お
り
議
洒
な
英
国
風
の
建
物
で
、

こ
の
中
に

B
6
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
た
一
八
九
一
年

製
蒸
気
機
関
車
が
保
管
さ
れ
て
い
て
、
一
年
に
数
回

こ
の

S
L
展
示
館
か
ら
大
学
正
門
近
く
ま
で
伸
び
て

い
る
約
―
二

0
メ
ー
ト
ル
の
専
用
軌
道
上
を
有
火
運

転
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
展
示
阻
内
に
は

B
6
に

関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
数
年
は
、
年
間
約
五
、

0
0
0人
の
見
学
者

が
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち

で
訪
れ
て
い
る
。
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九
一
四

1
一
八
）
に
よ
り
紋
紙
原
紙
の
輸
入
が
途
絶

え
る
と
そ
の
使
用
が
困
難
と
な
り
、
以
後
、
高
口
を

要
す
る
文
様
は
す
べ
て
国
産
ウ
ァ
ン
サ
ン
ジ
ー
ジ
ャ

カ
ー
ト
の
独
占
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
②
曇
③
の

ジ
ャ
カ
ー
ド
は
と
も
に
ヴ
ェ
ル
ド
ー
ル
式
で
フ
ラ
ン

ス
の
リ
ヨ
ン
で
製
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
②
は
鳥

居
清
三
郎
旧
蔵
、
③
は
鳥
居
栄
太
郎
旧
蔵
の
も
の
で
、
‘

―
1
0世
紀
初
頭
に
彼
ら
に
よ
っ
て
輸
入
さ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

ヴ
ァ
ン
サ
ン
ジ
ー
式
は
、
紋
紙
の
大
き
さ
を
他
の

ジ
ャ
カ
ー
ド
の
四
分
の
一
と
し
、
竪
針
、
横
針
も
小

さ
く
す
る
な
ど
、
小
型
で
踏
足
の
軽
い
点
に
特
徴
が

あ
り
、
高
口
の
紋
織
を
行
う
の
に
適
し
て
い
た
。
ま

た
、
紋
紙
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
費
用
が
廉
価

で
あ
る
と
こ
ろ
に
も
利
点
が
あ
っ
た
。

ヴ
ァ
ン
サ
ン
ジ
ー
式
ジ
ャ
カ
ー
ド
は
明
治
三
五
年

に
や
は
り
西
陣
の
伊
達
虎
一
が
将
来

し
た
の
が
最
初
で
、
同
三
七
年
に
は

彼
を
は
じ
め
と
す
る
有
志
六
名
が
萬

産
社
を
超
こ
し
、
そ
の
輸
入
・
販
売
を

始
め
て
い
る
。
そ
の
後
、
伊
沢
信
三
郎

に
よ
り
国
産
化
に
も
成
功
し
広
く
普

及
し
た
。
④
の
ヴ
ァ
ン
サ
ン
ジ
ー
式

ジ
ャ
カ
ー
ド
は
フ
ラ
ン
ス
製
で
、
国

産
の
ヴ
ァ
ン
サ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
カ
ー
ド

普
及
以
前
、
二

0
世
紀
初
頭
に
多
数

輸
入
さ
れ
た
も
の
の
一
っ
で
あ
ろ
う
。

高
級
絹
織
物
の
製
造
を
中
心
と
し

西舞鶴にあった京都府立織物試験場内部の様子。

織機の上に見えるのがヴェルドール式シャカー

ド（「京都府写真帖』明治41年・京都府庁刊）

ジ
ャ
カ
ー
ド
は
一
八

0
四
年
に
フ
ラ
ン
ス
人
ジ

ャ
カ
ー
ル
（
一
七
喜

i
1
一
八
三
四
）
が
発
明
し
た

こ
と
に
よ
り
そ
の
名
称
が
あ
る
。
こ
れ
は
織
機
の
上

部
に
備
え
付
け
る
紋
織
装
置
の
こ
と
で
、
織
物
の
文

様
を
記
号
化
し
て
い
く
つ
か
の
穴
を
開
け
た
紋
紙
に

よ
り
制
御
さ
れ
る
C

織
り
手
如
足
元
の
ペ
ダ
ル
を
踏

む
と
、
紋
紙
に
向
け
て
横
針
が
伸
び
、
こ
の
う
ち
穴

た
て

を
突
き
抜
け
た
横
針
の
分
だ
け
、
連
動
し
て
経
糸
が

上
”
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
紋
紙
は
短
冊
形
の

よ
こ

厚
紙
で
、
こ
れ
一
枚
に
緯
糸
一
本
分
の
経
糸
の
開
閉

情
報
が
収
ま
っ
て
い
る
c

織
機
の
後
部
に
は
数
百
、
．

ウ
ェ
ル
ド
ー
ル
式
ジ
ャ
カ
ー
ド
は
、
明
治
三
二
年

に
西
降
の
今
西
平
兵
衛
が
将
来
し
た
の
が
最
初
で
、

そ
の
後
同
一
i

一
五
、
六
年
ご
ろ
に
烏
居
清
＝
一
郎
に
よ
っ

て
も
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
同
三
九
年
ご
ろ
、
烏
居
清

三
郎
、
鳥
居
栄
太
郎
ら
に
よ
り
ヴ
ェ
ル
ド
ー
ル
社
”

起
こ
さ
れ
、
以
後
広
く
輸
入
販
売
が
行
わ
れ
た
。
し

か
し
、
ヴ
ェ
ル
ド
ー
ル
式
ジ
ャ
カ
ー
ド
は
紋
紙
を
国

産
化
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
第
一
次
世
界
大
戦
（
一

京
都
市
指
定
有
形
文
化
財
ジ
ャ
カ
ー
ド
（
荒
木
小
平
製

造
／
所
商
な
ら
ひ
に
写
莫
提
供
は
制
西
陣
織
物
館
）

爪都市指定有形文化財
「ジャカード」
ー一西陣近代化の象徴

京都市文化市民局文化財保護課技師 考善通

数
千
枚
の
紋
紙
が
連
な
っ
て
吊
り
下
げ
ら
れ
て
お
り
、

順
々
に
ジ
ャ
カ
ー
ド
の
横
針
の
前
を
通
過
し
て
い
き
、

決
め
ら
れ
た
文
様
が
繊
り
出
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

機
観
の
大
き
さ
は
一

0
0
口
、
二

0
0
口
な
ど
と
竪

針
の
数
に
よ
っ
て
呼
び
、
織
物
の
大
小
や
文
様
の
細

か
さ
な
ど
に
よ
り
大
小
の
機
械
を
使
い
分
け
る
。

日
本
に
ジ
ャ
カ
ー
ド
が
最
初
に
輸
入
さ
れ
た
の
は

一
八
七
三
年
（
明
治
六
）
の
こ
と
で
、
京
都
府
が
フ

ラ
ン
ス
に
派
選
し
た
留
学
生
で
あ
る
西
陣
の
織
エ
が

持
ち
帰
っ
て
い
る
。
ジ
ャ
カ
ー
ド
普
及
以
前
は
、
綱

機
（
空
引
機
）
の
上
で
、
紋
引
や
空
引
エ
と
呼
ば
れ

る
織
り
手
の
助
手
が
、
織
物
の
文
様
に
応
じ
て
経
糸

を
開
閉
し
て
い
た
が
、
ジ
ャ
カ
ー
ド
の
登
場
に
よ
り
、

こ
の
経
糸
の
開
閉
を
自
動
化
し
、
織
り
手
一
人
で
複

雑
な
文
様
を
織
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
C

あ
ら
差
ご
＂
．
い

西
陣
の
機
大
工
荒
木
小
平
は
同
九
年
か
ら
そ
の
模
造

を
志
し
、
翌
年
に
は
木
材
を
主
要
材
料
と
し
た
国
産

ジ
ャ
カ
ー
ド

iouo口
、
二

0
0
□各
一
台
を
完
成

し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
r

ジ
ャ
カ
ー
ド
は
西
陣
の
近
代
化
の

象
徴
と
も
い
え
る
こ
と
か
ら
、
京
都
市
で
は
平
成
元

年
に
文
化
財
保
護
条
例
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
国

産
ジ
ャ
カ
ー
ド
一
件
を
指
定
、
愉
叉
ジ
ャ
カ
ー
ド
三

件
を
登
録
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
か
つ
て
は
西
陣

で
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
①
・
②
は
閲

西
陣
織
物
館
に
、
③
ょ
①
は
西
陣
小
学
校
に
寄
付
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

①
ジ
ャ
カ
ー
ド
（
指
定
）

（
荒
木
小
平
作
／
二

0
0
口）

ジ
ャ
カ
ー
ド
（
登
録
）

（
ヴ
ェ
ル
ド
ー
ル
式
／
四

0
0
口）

ジ
ャ
カ
ー
ド
（
登
録
）

（
ヴ
ェ
ル
ド
ー
ル
式
／
一
、
三

0
0ご口）

ジ
ャ
カ
ー
ド
（
登
録
）

（
ヴ
ァ
ン
サ
ン
ジ
ー
，
式
／
一
、
三

0
0
口）

①
の
ジ
ャ
カ
ー
ド
は
木
材
を
主
要
材
料
と
す
る
も

の
で
、
木
製
部
分
に
押
さ
れ
た
焼
印
（
「
西
園
上
州

三
麗
川
端
二
條
荒
木
小
平
製
造
」
、
五
ふ
都
府
織

殿
試
桧
齋
L
)

か
ら
、
荒
木
小
平
の
製
造
で
、
官
営
の

織
殿
が
存
在
し
た
明
治
一

0
年
か
ら
同
―

-
0年
ま
で

の
間
に
製
作
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
9
,

本
ジ
ャ
カ
ー
ド
の
旧
蔵
者
州
、
荒
木
か
ら
最
初
に
国

産
ジ
ャ
カ
ー
ド
を
購
入
し
た
佐
々
木
清
七
で
あ
る
こ

と
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
ジ
ャ
カ
ー
ド
は
国
産

第
一
号
機
と
ま
で
は
断
定
で
き
な
い
も
の
の
、
国
産

最
初
期
の
も
の
と
し
て
は
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
唯

一
の
も
の
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
ジ
ャ
カ
ー
ド
に
は
そ
の
構
造
に
よ
り

種
々
の
型
式
が
あ
る
。
ヴ
ェ
ル
ド
l
'

ル
式
も
そ
の
一

つ
で
、
フ
ラ
ン
ス
人
デ
ェ
ル
ド
ー
ル
料
発
明
し
た
こ

と
か
ら
そ
の
名
称
が
あ
る
。
竪
針
、
横
針
と
も
二
組

か
ら
な
り
r

シ
リ
ン
ダ
ー
も
円
筒
形
て
、
用
い
る
紋

紙
も
連
続
す
る
環
状
の
二
似
紙
で
あ
る
点
に
特
徴
を

持
つ
C

本
体
、
紋
紙
と
も
小
型
で
、
一
、
八

0
0
ロ

と
い
う
高
口
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
点
、
紋
紙
の
費

用
が
廉
価
で
あ
る
点
な
ど
に
利
点
が
あ
っ
た
。

て
い
た
西
陣
は
、
明
治
維
新
後
の
東
京
遷
都
に
よ
っ

て
、
そ
の
保
護
と
需
要
者
の
層
を
一
気
に
失
い
、
大

き
な
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
。
当
時
、
絹
織
物
の
盛

ん
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ズ
に
技
術
導
入
の
た
め
の
留
学

生
を
派
遣
し
た
の
も
、
そ
う
し
た
現
状
の
打
開
を
め

ざ
し
た
一
大
決
意
の
表
れ
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら

も
た
ら
さ
れ
た
ジ
ャ
カ
ー
ド
の
登
場
は
r

織
る
能
率

を
以
前
の
四
倍
に
も
高
め
た
と
伝
え
て
い
る
。

近
年
、
ジ
ャ
カ
ー
ド
は
紋
紙
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

制
御
へ
と
第
二
の
革
命
期
を
迎
え
て
い
る
。
明
治
時

代
に
多
数
輸
入
・
製
造
さ
れ
て
い
た
ジ
ャ
カ
ー
ド
も
、

こ
う
し
た
度
重
な
る
技
術
革
新
の
荒
波
の
中
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
廃
棄
さ
れ
る
運
命
を
た
ど
っ
た
。
し
か

し
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
明
治
時
代
の
ジ
ャ
カ
ー
ド

が
、
わ
ず
か
四
台
と
は
い
え
現
在
に
ま
で
残
さ
れ
得

た
こ
と
は
決
し
て
偶
然
の
こ
と
で
は
な
い
。
い
ず
れ

も、
9

は
る
か
西
欧
か
ら
ジ
ャ
カ
ー
ド
を
輸
入
あ
る
い

は
そ
の
国
産
化
に
尽
力
し
た
、
西
陣
の
先
人
達
自
身

の
手
に
よ
っ
て
保
存
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
結
果
で

あ
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
彼
ら
が
ジ
ャ
カ
ー
ド
に
対
し

て
、
単
な
る
機
械
以
上
の
熱
い
思
い
を
寄
せ
て
い
た

こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

現
在
、
全
国
的
規
模
で
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
近
代

化
遺
産
の
保
存
は
、
今
日
の
日
本
の
基
礎
を
形
成
し

た
産
業
近
代
化
の
軌
跡
を
保
全
す
る
こ
と
で
あ
る
と

同
時
に
、
技
術
革
新
に
邁
進
し
た
明
治
の
日
本
人
の

熱
意
を
顕
彰
し
、
今
後
に
伝
え
て
い
く
こ
と
で
も
あ

る。

④
 
③
 
②
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房
総
半
島
の
美
し
さ
は
、
一
般
に
花
と
活
の

景
観
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
山
と
渓
谷

の
美
し
さ
に
も
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
そ

の
代
表
の
一
っ
ぶ
養
老
渓
谷
て
、
初
夏
に
は
ま

ば
ゆ
い
ば
か
り
の
新
緑
に
包
ま
れ
る
。
そ
の
緑

こ
み
な
し
J

を
分
け
る
よ
う
に
走
る
小
湊
鉄
道
は
、
市
原
市

ご五
井
駅
か
ら
養
老
渓
谷
の
あ
る
上
総
中
野
駅
ま

で
の
約
三
九
。
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
結
ぶ
ロ
ー
・

カ
ル
色
豊
か
な
鉄
道
で
あ
る
C

近
年
で
は
、
沿

線
の
住
宅
開
発
等
に
よ
り
通
勤
。
適
学
の
た
め

の
利
用
者
が
増
加
し
、
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
五
井

駅
の
駅
舎
に
隣
接
し
て
三
輛
の
蒸
気
機
関
車
が

お
り
で
あ
る
。

〈
小
湊
鉄
道
蒸
気
機
関
車
＞

六
輪
連
結
十
輪
タ
ン
ク
機
関
車

二
九
一
＿
四
年
製
）
二
輛

四
輪
連
結
十
輪
タ
ン
ク
機
関
車

（
一
八
九
四
年
製
）

所
在
地

市
原
市
五
井
一
、
四
七
ニ

所
有
者
の
氏
名
ま
だ
は
名
称
及
び
住
所

小
湊
鉄
道
株
式
会
社

市
原
市
五
井
一
、
四
七
二

適
用
指
定
基
準

渡
来
品
で
本
県
の
歴
史
上
意
義
が
深
く
、
か
つ

学
術
的
価
値
の
高
い
も
の
。

切

内

容
小
湊
鉄
道
株
式
会
社
は
、
大
正
六
年
五
月
に
設

立
さ
れ
、
同
一
四
年
三
月
七
日
に
五
井
、
呈
見
釈

間
二
五
・
七
キ
ロ
J

：
ー
ト
ル
が
開
通
し
営
業
を
開

始
し
た
。
同
社
は
、
開
通
に
先
立
つ
大
正
一
三
年

六
月
ニ
―
日
に
機
関
車
購
入
許
可
申
請
書
を
鉄
道

省
監
督
局
長
に
提
出
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ボ
ー

ル
ド
ウ
イ
ン
機
関
車
会
社
製
の
六
輪
連
結
十
輪
タ

ン
ク
機
関
車
を
購
入
し
た
。
こ
の
機
関
車
は
一
九

ニ
四
年
（
大
正
一
三
）
五
月
製
造
の
五
七
七
七
六

号
、
五
七
七
七
七
号
の
二
輛
で
あ
っ
た
。
車
輛
の

総
重
雪
―
―
八
ト
ン
、
全
長
九
。
八

0
メ
ー
ト
ル
、

幅
二
。
七

0
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
三
・
三

0
メ
ー
ト

ル
、
最
大
指
示
馬
力
七
―
二
馬
力
、
車
輪
は
動
輪

一
輛

（写稟提供／ともに小湊鉄道株式会社）

指
定
の
背
景
と
し
て
は
、
県
や
各
地
域
に
密
接
に

六
、
従
輪
四
の
一

0
個
か
ら
成
り
、
こ
の
車
輪
数

か
ら
六
輪
連
結
十
輪
タ
ン
ク
機
関
車
の
名
が
つ
け

ら
れ
た
。
ボ
ー
ル
ト
ウ
イ
ン
機
関
車
会
社
製
の
蒸

気
恢
関
草
は
、
国
内
に
は
明
治
二

0
年
か
ら
輸
入

が
始
ま
り
昭
和
四
年
ま
で
続
い
た
が
、
現
在
で
は

廃
車
。
解
体
さ
れ
た
り
、
逆
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

に
賀
い
戻
さ
れ
、
こ
の
二
輛
の
ほ
か
に
は
四
一
九

九
七
号
が
保
存
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の

二
輛
は
、
昭
和
三
七
年
三
月
に
廃
車
さ
れ
た
。

ま
た
、
四
輪
連
結
十
輪
タ
ン
ク
機
関
車
は
イ
ギ

リ
ス
・
ピ
ー
コ
ッ
ク
社
製
で
一
八
九
四
年
（
明
治

二
七
）
に
製
造
さ
れ
た
。
動
輪
四
、
従
輪
六
の
一

0
個
の
車
輪
か
ら
成
り
五
五

0
0形
式
と
よ
ば
れ

た
。
こ
の
機
関
車
は
、
日
本
鉄
道
が
輸
入
し
宇
都

宮
機
関
区
（
東
北
線
）
で
使
用
さ
れ
た
後
、

B
-

O
型
に
改
造
さ
且
昭
和
一
一
年
か
ら
千
葉
駅
を

中
心
に
使
用
さ
れ
た
。
そ
の
後
，
昭
和
ニ
一
年
か

ら
同
二
五
年
五
月
ま
で
の
間
小
湊
鉄
道
で
使
用
さ

れ
た
。
総
重
量
三
六
ト
ン
、
全
長
―
-
。
三

0
メ

ー
ト
ル
、
幅
一

i
・
O六
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
―
―
-
。
五

0
メ
ー
ト
ル
、
最
大
指
示
馬
力
五
五

0
馬
力
で
あ

。

広
3

⑮
親
状
及
び
懐
境

小
湊
鉄
道
本
社
事
務
所
に
隣
接
し
た
空
地
に
上

屋
を
架
け
、
自
然
石
を
敷
き
つ
め
た
レ
ー
ル
上
に

三
輛
同
じ
方
向
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

か
か
わ
り
な
が
ら
発
展
し
た
産
業
及
び
運
輸
。
交
通

に
か
か
わ
る
構
造
物
を
系
統
的
に
指
定
し
、
文
化
財

保
護
の
裾
野
を
拡
大
し
、
広
く
保
存
。
活
用
し
て
い

く
た
め
小
湊
鉄
道
蒸
気
機
関
車
翠
第
一
号
と
し
て
指

定
さ
れ
た
°

今
回
、
こ
の
蒸
気
機
関
車
の
現
地
調
査
を
実
施
し

た
際
、
「
こ
の
機
関
車
は
、
文
化
財
に
指
定
さ
れ
な
か

っ
た
ら
鉄
屑
に
な
っ
て
い
ま
し
た
よ
」
と
い
う
同
社

鉄
道
部
中
村
次
長
の
言
葉
が
胸
に
残
る
と
と
も
に
、

こ
の
指
定
に
か
か
わ
っ
た
諸
先
輩
の
先
見
の
高
さ
に

感
心
さ
せ
ら
れ
た
。

現
在
、
千
葉
県
で
は
産
業
二
父
通
遣
跡
の
実
態
を

把
握
す
る
た
め
、
平
成
八
年
度
か
ら
三
か
年
計
画
で

「
産
業
・
交
通
遣
跡
実
態
調
査
」
を
実
施
中
で
あ
る
。

調
査
対
象
は
、
江
戸
時
代
末
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦

終
了
時
ま
で
の
間
に
建
設
。
築
造
さ
れ
た
農
林
水
産

牧
畜
養
蚕
関
係
・
鉱
業
関
係
。
工
業
関
係
•
水
道
関

係
。
そ
の
他
の
穂
築
物
及
び
遺
跡
を
対
象
と
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
、
必
ず
し
も
文
化
財
と
し
て
の
位
置

付
け
や
評
価
州
一
様
で
な
い
た
め
、
保
存
方
法
や
公

開
。
活
用
の
た
め
の
措
置
が
十
分
に
研
究
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
や
、
他
の
分
野
に
比
べ
専
門
職
員
が
配
置

さ
れ
て
い
な
い
な
ど
多
く
の
課
題
は
あ
る
が
r

い
ず

れ
も
一
度
失
わ
れ
る
と
二
度
と
再
現
で
き
な
い
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
~

今
後
と
も
、
千
葉
県
の
近
代
遺
産
の
保
襲
に
つ
い

て
、
柔
軟
か
つ
適
切
に
対
応
し
、
保
存
。
継
承
を
図

っ
て
ゆ
き
た
い
。

千葉県指定有形文化財 小湊鉄道蒸気懐関車三輛

（右から二輛：六論連結十輪タンク機関車、左一輛：四乾連結十輪タンク機関車）

千菓県指定打形
「小湊鉄道J

化財
氣機関車」

千葉県教育庁生涯学習部文化課課長補佐

山田常雄

乗
降
客
の
移
り
変
わ
り
を
見
守
る
よ
う
に
保
存
さ
れ

て
い
る
。

千
葉
県
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
五

0
年
―
一
月

文
化
財
保
護
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
新
た
に
「
歴
史

資
料
」
の
部
が
指
定
基
準
に
加
え
ら
れ
た
の
に
伴
い
、

県
文
化
財
保
謹
条
例
も
そ
れ
に
準
じ
、
歴
史
資
料
が

県
指
定
文
化
財
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
。

現
在
、
県
指
定
文
化
財
は
四
八
一
件
で
あ
り
、
そ

の
う
ち
歴
史
資
料
は
一
―
件
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
っ
と
し
て
指
定
さ
れ
た
の
が
、
小
湊
鉄
道

蒸
気
機
関
車
三
輛
で
あ
る
。
指
定
概
要
は
r

次
の
と
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今月号は、「近代歴史資料の保謳の推遮――—科学技術分野への新た

な展開」と慇した特集をお屁けいたします。

「交化財は古いもの」という考えがありますでもちろ／し、このよ

うな考、えのすべてを否定するものではありません。しかし、文比財

保設の施策とその対応も多様化してまいりました。

21世紀を迎えようとする今、遠く将来を展望しながら国民の共有

財産である文化羽について真剣に考える時がまいりました。いや、

行動する1時いまいりました。

社会の変貌とともに、多くの近代文化造産がこの地球から消えよ

うとしてい京す。残念なことに、もう消えてしまったものもありま

す。俊世に伝えなければならない文化造産を広く皆さんのご協力、

こ支歪をいただいて適正に保存・活用する時がまいりました。

本号が契桃となって、多くの人灼の濶に近代の文化辿産0）保痰1こ

向けての認識が高まるための一助となれば幸1心です。 （雀外）

編集ー文化庁

〒100東京都千代田区霞が関3-2-2

発 行ー株式会社きょうせい
本社 〒104東京都中央区銀座7-4-12

本部〒167-88東京都杉並区荻窪4-30-16

霞話縦集 03(3571) 2126 

販売 03 (5349) 6666 

00190-0-161 

魯本誌の掲載のうち、意見iこわだる部分については

筆者固人の見臨であることを芍断りいだしま可。
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